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 DWA21I4R (DWA) is a new derivative of platin compounds. Eleven patients with rapidly 
progressive, endocrine-resistent stage D carcinoma of the prostate were treated with infusion of 
DWA  (800-1,000  mg/m2) every 3 to 4 weeks. A partial objective response was observed in 3 of 
11 patients (27%). This response lasted from 5 to 11 months with an average of 7.7 months. Six 
patients (55%) had a significant decrease or disappearance of bone pain and five became ambulatory 
and asymptomatic. Four patients (36%) showed no change, and four patients (36%) did not re-
spond to the treatment and showed progression of their disease. There were no patients with 
severe leukopenia  (<1,000/mm3). No significant renal toxicity was observed in any of the patients 
and gastrointestinal toxicity was tolerable. DWA appears to be an effective drug available for the 
treatment of endocrine-resistent advanced carcinoma of the prostate. 
                                                   (Acta Urol. Jpn. 38: 897-902, 1992) 














す る これ ま で の化 学 療 法 は,有 効 な薬 剤 が 少 な い こ と
に も ま して こ の副 作 用 の 問 題が 治 療 の 大 きな障 害 とな
って い た1).
近 年,シ ス プ ラチ ンの優 れ た 抗 腫 瘍 効 果 を保 持 し腎
毒 性 な どの 副作 用 を 減 弱す る こ とを 目標 に シス プ ラチ
ン誘 導体 が 種 々開 発 さ れ て い る.DWA2114R(2-
aminomethyl-pyrrolidine(1,1-cyclobutanedicar-
bQxylato)platinum(II)(中外 製 薬)(以 下DWA)
は この 目的 に 沿 って 合成 され た キ ャ リア ーガ ン ドに 非
対称 性 ジア ミンを 有 す る 白金錯 体 であ る(Fig.i).本
剤 は種 々 の動 物 実験 腫瘍 に対 し優 れ た 抗 腫瘍 活 性 を示
す と ともに 腎 毒 性 が 著 し く軽 減 され て い る こ と も報 告
され て い る2・3),今回 わ れ われ はDWA2114Rを 用 い
て再 燃 前 立 腺 癌 の 治療 を行 い,少 な い 副作 用 で 比 較 的

















対 象 と 方 法
1988年12月よ り1991年5月まで の間 に,stageD
病変 を有 す る前 立腺 癌ll例を 対象 と した.年 齢 は59歳
ら82歳,平 均66歳で あ る.全 例 が 内分 泌 療 法 後 の再 燃
と診 断 され 骨 転 移 を有 す る症 例 で あ る.DWA投 与
まで の治 療 法 は 多様 で あ り,LH-RHア ナ ロ グ単 独
と精 巣 摘 除 術 単 独 が それ ぞれ2例,LH-RHア ナP
グ 。精 巣 摘 除 術 ・cyproteroneacetate(Androcur),
精 巣 摘 除 術 ・Estracyt,精巣 摘 除 術 ・estracyt・cyp-
roteroneacetate,精巣 摘 除術 ・エ ステ ロゲ ン ・cyp
roteroneacetatc,精巣 摘 除 術 ・cstracyt。ア ンチ ア
ソ ドロ ゲ ン,エ ス テ ロゲ ン単 独,エ ス テ ロ ゲ ン ・vp-
16,がそ れ ぞ れ1例 ずつ で あ った.
本 剤 は5%マ ニ トー ル水 溶 液 に あ らか じめ 溶解 され
て い る.1回 に800～1,000mg/m2を1コー ス と して
3～4週 間隔 で 投 与 した,投 与方 法 は原 則 と して単 独
の 点滴 静 注 で お こな い,症 例 に よっ ては補 液 を追 加 し
た,
総合 臨 床 効 果 の 判定 は,前 立腺 癌 臨 床 効 果 判定 基 準
研 究 グル ー プの 「前 立 腺 癌 の薬 物 療 法 に お け る臨 床 効














































































































荒 井,ほ か=前 立 腺 癌 ・シ ス プ ラチ ン誘 導 体
否 定 的 で あ った.Table2・Toxicity
つ ぎにPRの え られ た3例 の うち症 例1と 症 例4L euk・penia
を 供 覧 す る.2,000_3,000/mm34(27%)
症 例1:59歳,stageD2前 立 腺 癌(Fig.2).1g861・000一2・OOO/mm37(64%)
<1,000/mm30年5月 よ りLH -RHア ナ ログに よる 内分 泌 療 法 を受
けて・・た・9,198・年11月・・両下肢お・び右股関鵬Th購 謂 猫 。、mm31(,%、
が 出 現 し入 院.入 院 時,PSAは195ng/m1と 高値 く50,000/Mm30
で,骨 シ ンチ に て腰 椎 下 部 か ら骨盤 右 半 部 に かけ て著Elevationofse「umC「0







































































































腺 の大 き さは 腹 部 超 音 波 断 層 法 に よ る前 立 腺 横 断 像 で
5.4×4.4cmと腫 大 し,腫 瘍 の 浸 潤 に よ る左 水 腎 症 が認
め られ た.血 小板 数 の低 下 とFDP値 の 上 昇 を 認 め,
す でにDICの 状 態 に あ った.血 清 ク レア チ ニ ン値
が3.1mg/dlと上 昇 して い た た め 腎 障 害 を 考 慮 して,
1988年12月27日よ りDWA(800mg/m2)に よ る化 学
療 法 を 開 始 した.1コ ー ス 後 よ り落 痛 の 改 善 が み ら
れ,2コ ー ス後 に は 歩 行 可能 とな る ま で に 改善 した.
3コ ー ス終 了 時 に は 前立 腺 は3.8×33cmと 著 明に 縮
小 し,左 水 腎 症 も消 失 して い た(Fig5).PSAも 治
療 前 値964ng/mlから4コ ー ス終 了 時37ng/mlと
下 降 し,化 学 療 法 の 効 果 はPRと 判 定 され た.第6
コー ス 目よ り外 来 に て 治療 を継 続 して い た が1989年8
月 よ り疹 痛 が 再燃 し再 入 院 と な った.そ の 後VP-16
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